第31回　施設処遇検討会議　議事録　H23.2.6

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：馬渕豊子・木村春子・須々田珠実・小笠原嘉紀

　　　　　　　　　　　　　　　　　三浦綾・上平ユリ子・中村文洋

　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 欠席者：千葉C.E.O・長谷部S.G.M・秋山S.G.M・小坂和子）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

記　録：中村文洋
議題

１：下町　サン子様　（青風荘入所者様）の処遇について

２：山田　吉夫様　（青山荘入所者様）の処遇について

１：下町　サン子様　（青風荘入所者様）の処遇について
病名：統合失調症　　　合併症　便秘症・低血圧症

＜問題点・介入方法＞

1 低血圧から起床時、歩行時の転倒の恐れがある。

加齢に伴う体力低下（不調の訴えがある）

介入方法

· 起床時の目眩､ふらつきが見られ転倒の恐れがある為、ベットからゆっくり起き立ち上がるように繰り返し説明し､必要に応じて起床時間に訪室し体調確認する。

· 歩行時ふらつきがある時は手すりを利用するよう声掛けしていく。
· 不調の訴えが頻回な場合にはバイタル測定をし、必要に応じて休んで頂く。

· 過度に飲水が見られる場合には声掛けして、必要に応じてアドバイスをおこなっていく。

· 毎日測定した血圧を把握しながら、本人の体調を確認していく。
２．洗濯・衣類・手洗いに固執している。

　　適量の日用品の使用が出来ない。

　　偏った衣類の収納をしている。
介入方法

· 洗剤を事務室預かりとした事で洗濯回数や夜間の洗濯は改善されてきている為、今後も継続して支援していく。

· 下着のみの洗濯が多く､パンツと一緒に他の洗濯物を洗う事を拒否する為、自分の衣類なのだから汚くはない事を伝え､共同の洗濯機なので一度で洗濯出来るように繰り返し説明していく。

· 頻回に洗顔や手洗いをしている際は声をかけ、洗い過ぎは肌を傷めたり炎症の原因になることを説明する。

· 石鹸、ハンドクリ－ム、お茶パックの使用量・購入量が多い為、使い方について本人と話し合いを持ち改善をはかる。また買物は当分スタッフ付添いにて購入していく。

· 衣装ケースの衣類と一緒にお茶パックやコーヒー、お菓子を保管していたり、衣類を丸めてゴミ袋へ入れている為、定期的に部屋の掃除を一緒に行いながらタンスや衣装箱への収納の仕方を伝えていく。

＜評価＞
病状に変化無く、服薬にも問題は無い。日常生活においては、「起床時のふらつき」「洗剤・石鹸の必要量以上の購入」「飲水量」への注意が必要になっている。「起床時のふらつき」では、転倒の恐れがある為、見守りを要することがある。「洗剤・石鹸の必要量以上の購入」では、洗濯・手洗いへの固執から洗剤・石鹸の必要量以上の購入が見られていたが、スタッフ同行での買物によりその問題も現在は納まっている。（ただし、単身での買物を行なった場合、洗剤・石鹸の必要量以上の購入がなされる可能性は高い）そして、「飲水量」に関しては、お茶を飲む量が過度になっていることが見られる為、飲みすぎによる腹痛といった症状の説明をとともに、飲水量の調整を行なっていく。また、現在保護者になっている義母様は高齢である為、次の保護者に予定されている義母様の息子様との面談も進めていく。

２：山田　吉夫様　（青山荘入所者様）の処遇について

病名：神経症性抑うつ状態　　　　　合併症　なし

＜問題点・介入方法＞

１．怪我の治療

介入方法

· バス利用にて単独通院できるよう、バス路線、停車場確認している。受診では、患部を温め、電気マッサージを行う。毎日通院したほうが回復も早いとの事から、受診継続して行くこととしている。

· 単独で外出する際、ゲームセンターで遊んでくる事あり、帰荘時間を明確して行動、治療に専念するよう注意をする
２．金銭管理について

　（継続）

介入方法

· 生活保護受給額（9.2万円）で、決めた金額でやり繰り出来るように、無駄遣いをしないで計画的に使用する事が出来る。

· 10日で3,000円、毎月10,000円程度を、ATMにて引き出している。その他シャンプーや洗剤などの日用品がなくなった場合には、必要な分のお金を渡している。

· 小遣い帳を記入して頂き、定期的にチェックを行なう。

· ボーリングに行く時には、前もって話してもらい、

· ゲーム代と昼食代で2,000円を渡している。

· 小遣い帳の記入をきちんと行い、生活費についても、本人が現状を把握できるように話し合う。

３．デイケアに通所出来る　（日中活動と対人交流）
　介入方法

· デイケア利用日は月・水・金の週3回となっているが、怪我の治療がある為通所できる時には行く様にする

⇒出来た事の内容を確認して評価していく。

· 日中活動と対人交流

⇒最近では自ら他者とWiiのゲーム、ボーリングを行い交流出来てきているので、継続して出来るように介入していく。

· 部屋に篭っている時
⇒訪室し、散歩や買い物をすすめる。話し相手になる。
＜評価＞

現在、歩道での転倒から『左ひじ関節部分から上腕部分の打撲』をしており、しばらくは整骨院への通院治療を優先していく。病状においては、意欲の低下からデイケア利用についても拒否的な発言が出ることもある。病識に関しては、理解が薄い。

日常生活では、入所後からの変化として、自ら荘内の自治会の役員を務めると立候補するなど、徐々にではあるが意欲の範囲拡大、向上が見られてきている。生活技術においては「金銭管理」を重点的に行なっているが、ゲームセンターで本来の使用目的で無い金銭を使ってしまうといった、「興味あるものや楽しいものがあると金銭の制御が難しい」という一面が見られ始めている。しかし、振り返りでは、使うべきでないお金を使ってしまったと行動を振り返ること、誤った行いをしたと自覚することが出来ている。

今後の支援では、入所して1年が経過したこともあるので、面談から入所目的を再確認するとともに、退所までに身に付けるべき生活技術を現段階の能力を踏まえて再設定していく。この面談では、退所までに行なうべき取り組みを一つ一つ確認していき、具体的に項目を挙げていくことで、本人にとって分かりやすい目標を作っていく。また、能力評価に対して素直に受け止めることも出来る為、自己肯定感を促すような支援を行い、興味の拡大・意欲向上に努めていく。







